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理 念
人 自然 絆を大切に
命を育む食と農で

豊かな地域を創ります

行動指針
手を携えて
耕そう
人と地域

←富士山 3776ｍ
←矢倉岳 870ｍ

NPO法人小田原食とみどり 事務局長 齋藤文子 2017.2.18

◎生きものとともに◎
～消費者と農業者の連携と地域づくり

～

NPO小田原食とみどりの活動紹介 ▶ ▶ ■『生協産直から交流事業へ』１５年

・耕作放棄地の活用→食農環境教育 「小田原農の学校」02年～15年間で3000人が修了

・地域内連携→農家/JA青年部/林業 他NPO 行政 企業 任意団体(有機農業系・環境系）

▶ ▶市の指定管理者→ 会館管理・企画運営（２施設）

生協産直から交流事業
へ

ＮＰＯ法人 小田原食とみどり概要

設 立 ２００４年７月２９日
理事長 鳥居啓宣
役員構成 理事１０名、監事２名

NPO一般会員4名 JF3名 生協3名 識者2名

個人会員 １０４名
団体会員 ７団体
職 員 正規２名、定時１名
事務所 小田原市曽我岸531
指定管理 梅の里センター、曽我みのり館
交流人数 年間 延べ ３,０００人
農の学校登録者 ３００名/年（通年登録）
貸農園 １４区画（16年4月開始10区画）
管理圃場 １２ヶ所１町歩(１ha=10,000m2)

小田原食とみどりが取り組む
交流事業の目的は

暮らしの中の課題解決
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■つくる人、食べる人が、くらしの課題を一緒に考え、
くらしやすく 豊かな地域を作ります

■「農」を核とした活動で 地域づくりをおこないます
■持続可能な 農業・社会・地域
⇒ 地域循環型・環境保全型農業の推進します

■耕作放棄地を借りて 「農の学校」で活用します
■体験を通して 五感で遊び・学ぶ場を提供します
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農を核とした地域づくり

食

環境

地 域
週末農業
新規就農

コミュニティー
創造

農業・産業農

伝統芸能
文化

ツーリズム

協同

福祉

祭事、暦
歳時記

教育
小田原産直組合

ジョイファーム小田原
パルシステム
神奈川ゆめコープ

㈱ジーピーエス パルシステム
連合会

小田原食と緑の交流推進
協議会２００２年 ４月設立

ＮＰＯ法人 小田原食とみどり

協働してすすめる 交流事業

２００４年７月 NPO法人設立
地域に根づいた交流へ 発展

パルシステムの組合員と生産者の交流が発展して！交流事業

職員３名、（事務局８名）
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小田原産直組合
（ジョイファーム小田原）

１９７５年 ・江戸川生協（現パルシステム東京）と
・温州みかん取引開始

１９９３年 ・㈲ジョイファーム小田原設立
２００１年 ・有機認証取得（キウイフルーツ）

・農事組合法人小田原産直組合設立
・環境保全型農業推進コンクール
「奨励賞」授賞 その他

環境配慮型のエコな栽培

JF生産者数：130名程度
取扱品目：果樹２６品目、野菜：２品目

生産物：みかん（柑橘）、キウイ、梅、玉ねぎ、菜花など

あゆみ

わたしたちの役割

理念の実現→交流の事業化

地域の環境保全

耕作放棄地の活用

生物多様性農法の実践

産地の価値と想いを消費者に伝える

体験から学び、消費者の消費行動を変えていく

 「賢い買物」をする目を養う。消費者食農教育

価値ある農産物の流通を応援

地域の食文化の伝承

コミュニティ 地域内連携

農の学校

果樹の学校

はたけの学校

たんぼの学校

ハーブの学校

エコな農園

貸農園

グリーンファ
ーム

体験ファーム

さつまいも栽培

オニオン栽培

菜ばな栽培

研修・企画

コーディネート

研修・視察
受入

講師派遣

栽培・収穫
体験

小田原市

指定管理
JVトータル
ライフ

小田原食と
みどり

梅の里センター

曽我みのり館

管理

販売コーナー

企画運営

JV企画・イベント

委託事業
小田原市

有機の里づくり
（協）

オニオン

オーナー

曽我小学校

玉ねぎ

植え付け・収穫

市民活動応援

事業

農産物販売

自然栽培

黒米

玄米・
白米

米玉ねぎ等

地元農産物

NPO法人小田原食とみどりの事業内容

地域団体・行政とのコラボ

委託事業 独自事業
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農
業
技
術

就農

農業への関心

「農の学校」体験から就農へ
ステップアッププログラム

自前の圃場

果樹収穫応援隊

はたけ初級
体験イベント

自主田んぼ

ハーブ倶楽部

みかん
うめ キウイ

たんぼ中級

たんぼ初級

たんぼ・はたけの
インストラクター

自然をフィールドに
「いのち」「食」「環境」「農」｢協同」

を学ぶ

貸農園
新たな受け皿
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ブルーベリー収獲体験

オニオンオーナー
農業体験プログラム

収穫体験イベント さつまいも 収獲体験

みかん 収獲体験

参加者オリエンテーション

インストラクターオリエンテーション

まずは、
オリエンテーション
で、共有してスター

ト
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初級コース

苗・肥料を事務局が準備、インストラクター

指導の下、作付け計画通りに実行

夏野菜コース 秋冬野菜コース

はたけの学校
ハーブの学校～ハーブ倶楽部
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インストラクター養成コース

栽培方法や効能を学び、インストラクター
の資格を取得したい方のためのコース

休講中

ハーブ倶楽部

ハーブの世話をしながら、活用方法を
お互いに教えあいます
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体験コース

農家の果樹畑におじゃまし、家族で楽しく

農業体験と交流をします

みかん・梅・キウイ

サポーターコース

農家の手伝いをしながら、作業を覚えます

果樹の学校 体験コース＆サポーターコース

・・・農家の暮らしを体験したり、作業を学んだり
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合同収穫祭

たんぼの
取り組み

農の学校・貸農園 2016年度・１２圃場
耕作放棄からよみがえり活用される農地約１ヘクタール
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開始時期 用 途 コース 圃 場 名 面 積

１ ２００２ たんぼの学校 初級 案山子たんぼ ８６７ｍ²

２ ２００３ 〃 中級自主 春みずたんぼ １，０８１ｍ²

３ ２００４ 〃 マイたんぼ 豊年たんぼ １，５９５ｍ²

４ ２００８ 〃 マイたんぼ 西大友たんぼ ５００㎡

５ 2009（復元） 〃 中級自主 案山子となり ７１４㎡

６ ２０１３ 〃 中級自主 バラ園 １，０１７㎡

７ 2001（復元） ハーブの学校

はたけの学校

ハーブ
単作コース

ハーブ・

さつまいも/玉ねぎ

７１７ｍ²

８ 2004（復元） はたけの学校 初級 初級 ７５２ｍ²

９ 2012（復元） エコな農園 貸農園 グリーンファーム ５７８ｍ²

１０ ２０１３ NPO使用 事務局・特別 NPO事務局 ５７７ｍ²

１１ ２０１５ たんぼの学校 マイたんぼ カワニナたんぼ １，５９３ｍ²

１２ ２０１６ たんぼの学校 中級・自主 オニオンたんぼ １，０００ｍ²

合計 ≒3,330坪 ≒１.１ｈａ（町歩） １０，９９１ ㎡
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初級コース 昔ながらのやり方

中級コース 機械を使用します

初級コース 中級コース 自主コース
インスト

ラクター

たんぼの学校
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機械の導入

昔ながらの農機具体験
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神丹穂

民間稲作研究所
稲葉先生学習会

生物多様性農法
春水たんぼに挑戦

環境に優しい米作りをめざして
◀ 2002.4 たんぼの学校開校
◀ 2007.1 第１回合宿研修会「ふゆみずたんぼ」 岩渕成紀氏（NPOたんぼ）学習会
◀ 2007.6 第１回たんぼの生き物観察開始 林 鷹央氏 ◀ 2016.7第10回開催
◀ 2008.3 第２回合宿研修会「あなたにもできる有機稲作」稲葉光圀氏（民間稲作研究所代表）
◀ 2011.5 「有機で稲作」 東 利昭氏（ＭＯＡ自然農法文化事業団普及員）
◀ 2015.12 たんぼの生物多様性向上10年プロジェクト参加登録

おお、いた いた～♪環境教育

第10回 生きもの観察会

こんなのも、あったよ～♪環境教育

植物観察

ジャンボタニシ発見
～夏輝くん

たんぼは楽しい～♪
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こなぎの天ぷら

こなぎの採集
こなぎの学習
こなぎを調理
こなぎを食べる

世界一田めになる学校 協力

東京大学 鷲谷教授
大崎市、豊岡市、小山市、佐渡市

20014年7月

たんぼで育
てた豊年米
キヌヒカリ＆
もちっこ黒米

できたお米は
・販売コーナー直売
・レストランに提供
・会員に販売
・ネットで販売
キヌヒカリ＝590円/1ｋｇ
黒米＝400円/150ｇ

販売コーナー（梅の里センター）
2012.10オープン

あしがら冬水田んぼの会
の活動に協力～結果報告～

「春みずたんぼ」（呼称）
カメラ設置と水管理に協力

冬の観光名物 芦ノ湖の鴨

ほとんどのカモは越冬に本州に渡来。
冬にボートでカウント
協力：大場ボート元箱根、すずきボート箱根港 30

出典 伊豆川哲也
（あしがら冬水田んぼの会）
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沢山いた
鴨が激減

水面採餌ガモ

ヒドリガモ雄

マガモ雄
マガモ雌

カルガモ

31

出典 伊豆川哲也
（あしがら冬水田んぼの会）

夜は御殿場・
三島方面の
水田へ通勤

芦ノ湖のカモは日
没まで昼寝

どこに餌がある？ 水面採餌ガモ

夜

夜

酒匂川水系

夜

夜

夜

夜

上曽我

芦ノ湖

1.夜に飛びながら、
2.水のある水田を見つ
けて着水

3.二番穂・落ちモミ・
雑草の芽を食べて冬
の命をつなぐ。

湛水した田んぼで2番穂を採餌
するカルガモの群れ

小田原市上曽我 夜間2016

夜

夜

夜に足柄平野
の水田へ通勤

2番穂
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出典 伊豆川哲也
（あしがら冬水田んぼの会）

要因
1.冬期乾田の普及により、
冬に水のある水田が減
り鴨が餌を食べにくい

農業形態の変化で、カモの餌が激減！

要因
２．秋起こし（秋耕、収穫
後に稲わらすき込む）により、
土の中へ二番穂や落ちモ
ミが埋る。

冬期乾田のメリット
トラクターが埋まらない。
農作業の機械化。
土に酸素が入り、
稲わらが分解され
翌春の肥料となる

土に埋まった餌は食べれ
ない。
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出典 伊豆川哲也
（あしがら冬水田んぼの会）

協力:NPO法人小田原食とみどり上曽我「春みずたんぼ」

2月に湛水 約2週間（2/17～3/1）

試してみた！ 冬みず田んぼ
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出典 伊豆川哲也
（あしがら冬水田んぼの会）

結果 無人センサーカメラ 冬みず田んぼ
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出典 伊豆川哲也
（あしがら冬水田んぼの会）

２月に２週間の湛水

昼、水面に沢山のカモの羽。
→多くのカモの夜間採餌

約１週間後、飛来が減少。
３月 田起こしに向け乾田化、排水開始
４月 トラクターで田起こし

カモ以外の貴重な生物も！
シギ類が採餌。（タシギ）
ホタルが飛んだ(5～6月)。
冬に幼虫が干からびなかったため？

水面にたくさんのカ
モの羽。これで1晩
分 (毎日回収)

水面に、
カモの羽

実験成功！ 冬みず田んぼ

36

出典 伊豆川哲也
（あしがら冬水田んぼの会
）
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① 水はけの悪い水田、隣の水田への漏水
→対策 トラクター走行に支障のない早春に水を落とす。隣にも
伝え不安を払しょくする。 例：2月等の早目に水を落とす。

→対策 暗渠排水の目詰まり対策や修理

② 水の管理の手間 →水深はあまり気にしない。

③ 営農メリットのPR → 雑草抑制→減農薬・無農薬
→PRしブランド米の買取り流通 全国成功例多し

④ 農水省も推奨。 交付金。環境保全型農業直接支払交付金（農水

省）で多くの県では冬期湛水も対象。
しかし神奈川は未対象。 県へ要望しよう！

② 緑肥（レンゲ等を冬に生育させて春に鋤き込む）が生育難。
→緑肥をやっていない水田に協力してもらう。

③ 冬に用水路が枯れてる →まずは冬の雨みず田んぼでお試し

④ 普及活動（パンフレット、説明会、視察観察会）

課題と今後の展望

37

出典 伊豆川哲也
（あしがら冬水田んぼの会）

小田原食とみどりの
その他の活動紹介

「キャンドルナイト」に向けたイベント
アンニャライトコンサート

辻 真一教授（明治学院大学）、なまけもの倶楽部

とのコラボ

エクアドル環境活動家

小泉武夫氏 講演会（11.2月）

合瀬宏毅氏講演会（06.6月）

鈴木宣弘氏講演会 （15.６月）

生協研修・視察

生協役員職員研修

東京農業大学研修

神奈川大学地域活性プロジェクト
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2016年から新規事業
エコな貸農園グリーンファーム
はたけの学校初級コースを修了した人
環境にやさしい野菜作りを
したい人のための農園

１０，修了後はNPO会員専用貸農園で野菜作りを楽し
もう

会員限定

地元特産物玉ねぎの企画
 曽我小学校の「玉ねぎ栽培～収穫」（給食）

 市民のための「オニオンオーナー」

 （小田原有機の里づくり協議会事業）

 NPO会員生協組合員のための

 「玉ねぎオーナー」

45

商品開発

梅干講習会

ジャム開発

◆小田原特産 「十郎梅」
「ブルーベリー」


